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　５月29日に神戸市会本会議がひらかれ、日本共産党
神戸市会議員団を代表して西ただす議員と赤田かつの
り議員が一般質問に登壇しました。

　王子公園再整備方針は、大
学を誘致し、プールやテニス
コートをはじめ多くの市民・
利用者が長年利用してきた施
設を廃止・縮小するもので
す。西議員は、スポーツ基本
法では、市民が自主的にスポ

ーツ環境を選び、その求めに
応じて行政が支援を進めるこ
とが求められている点を指摘
し、コスト優先で施設をなく
すなど時代逆行でしかなく、
計画は撤回すべきと求めまし
た。

質疑
項目

１．王子公園再整備方針について
２．御影市場「旨水館」などの立ち退き
問題について

３．神戸空港整備計画について

　久元市長：方針の発表以
来、市民の意見を幅広く聞い
てきた。プールは廃止し水遊
びができる親水施設を新設す
る。
　西議員：誰もプールの代わ
りに親水施設を求めていない。
市民の声を聞いていないから
今でも反対の声が上がってい
るのではないのか。スポーツ
基本法とは全く逆の対応だ。
　小原副市長：居住する地域
でスポーツができる環境をで

きるだけ維持するという視点
で策定している。スポーツ推
進計画に反しているという指
摘は当たらない。
　西議員：東灘区民がしあわ
せの村に行く場合は、いくつ
も区をまたいで行かなければ
ならない。それが居住する地
域になるのか。
　小原副市長：一つ一つの競
技で考えるのではなく、市民
の健康維持の観点で対応して
いる。
　西議員：スポーツ基本法で

は、自治体が「スポーツ施設
の整備その他の必要な施策を
講ずるように努め」としてい
る。整備どころか減らしてい
る。大学誘致のために、子ど
もや市民のプールを犠牲にし
て、どうして魅力が向上する
のか。
　小原副市長：プールは２か
月しか利用できないが、期間

を拡大することで市民サービ
スを向上していく。
　西議員：市は子育てしやす
い街にと言っているが、身近
で子どもたちだけで行けるプ
ールをなくすなどあり得ない。
期間を拡大するなら温水プー
ルにすれば、より多くの方が
利用できる。市民の願いに沿
った計画にすべきだ。

　阪神電鉄は現在、2025年４
月からの耐震化工事を理由
に、高架下の店舗や住宅など
に退去を求め訴訟を起こして
います。御影市場『旨水館』
がはじめた「耐震工事後も御
影市場の存続を求める署名」

には多くの方が協力し、一方
的な退去を許さないという声
が広がっています。西議員
は、神戸市が阪神側に退去を
前提とした対応はやめるよう
求めるべきと質しました。

　今西副市長：阪神電鉄と面
談し、市場に対して丁寧で誠
実な対応を求めてきた。

　西議員：阪神が丁寧・誠実
な対応をしなかったから裁判
になっている。長年愛された
市場は、地域のコミュニティ

として大きな役割を果たして
いる。こうしたかけがえのな
い市場を失わせてはならない。
　今西副市長：市場の重要性
を否定するわけではないが、
耐震化工事は必要だ。
　西議員：阪神側と市場は以
前から耐震化は、市場を３、
４軒ずつ移動したら店を閉め
ることなく続けられるという
話し合いもされてきた。この
度、急に退去が求められた。
神戸市も市場の存在を大切に
思うのであれば、退去せずに
進めるよう今からでも求める
べきではないか。
　今西副市長：工法等につい
ては当事者間で話し合う問題
だ。

　西議員：市場にはこの２、
３年で開店した店が５、６軒
あり、リニューアルに2000万
円かけた店もある。退去がわ
かっていたら入居しなかった
という声も聞いている。ま
た、市の外郭団体も638万円
の内装費を払って入居した
が、ここも退去が求められて
いる。神戸市もおかしいと言
うべきだ。
　今西副市長：当事者間で解
決する以外方法はない。
　西議員：このままでは巨大
な買い物空白地となり、まち
づくりの危機だ。神戸市とし
て、商店や地域のみなさんに
とってかけがえのない場所を
守る姿勢で取り組むべきだ。
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王子プール廃止王子プール廃止はは時代逆行！時代逆行！
コスト優先コスト優先でなくでなく市民の願い市民の願いにに沿った再整備沿った再整備をを
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地域地域にに愛愛されたされたかけがえかけがえのないのない
コミュニティ守る姿勢コミュニティ守る姿勢でで

阪神御影市場・旨水館阪神御影市場・旨水館



　神戸市は2021年度から市内
の住民基本台帳に登録された
個人情報をもとに18歳と22歳
の市民の住所・氏名・性別・
生年月日（住基４情報）を電
子データで本人の同意も告知
もなく自衛隊兵庫地方協力本
部に提供をしています。個人
情報の提供について、これま
で神戸市は、自衛隊法97条と
自衛隊法施行令120条を法的

根拠として「違法ではない、
適切な対応だ」と主張してき
ました。しかし、これらの法
律には根拠はありません。プ
ライバシー権を保障した憲法
13条に違反する行為です。赤
田議員は、自衛隊側から依頼
してくるままに、個人情報を
提供することは中止するべき
と質しました。

　赤田議員：自衛隊法施行令
の趣旨に個人情報の提供を求
める内容はない。また国会で
も「自治体の義務ではない」
と防衛相が答弁している。依
頼なら断る権利があるのでは
ないのか。情報を提供するこ
とは人権を侵害する行為だ。
神戸市は13条を守る立場なの
か。
　久元市長：自衛隊の活動は
大変重要なものだ。自治体と
して断ることはできるが、自
衛隊の人員確保に協力するこ
とが適切であるという判断で
提供している。国がどうだか
らということではない。もち
ろん我々は憲法を遵守する立

場だ。憲法13条を尊重してい
る。情報提供が憲法に抵触す
るものではない。
　赤田議員：2020年に国が閣
議決定するよりも前に、久元
市長と自衛隊兵庫地本とで個
人情報の提供について覚書を
交わしている。法令の根拠な
くおこなうこと自体が問題
だ。
　久元市長：国の通知があろ
うがなかろうが、法の規定に
基づいて市の判断で情報提供
している。
　赤田議員：自衛隊法97条を
根拠規定として認めることに
なれば、提供対象となる情報
が限定されていないため、住
基４情報に限らず対象が無限

定になる危険性があり、さら
なる人権侵害につながる。
　小原副市長：国からも対象
者情報の提供については住基
法上特段の問題を生じるもの
ではないとの見解が示されて
いる。
　赤田議員：20の政令市のう
ち11市では、提供を希望しな
い市民が申請すれば名簿から
除外できる。神戸市は除外さ
え認めないのか。
　小原副市長：除外すること

に法令の規定はないので、変
更する考えはない。
　赤田議員：住基４情報を勝
手に提供すること、除外申請
を認めないことは憲法13条に
規定されたプライバシー権の
侵害だ。地方自治は平和への
侵害から住民の自由や権利を
守るためにある。自衛隊への
個人情報提供は地方自治のあ
り方を問う問題だ。議会に諮
ることもなく自治体が応じる
義務はない。

質疑
項目

１．�自衛隊への個人情報の提供につ�
いて

２．�垂水区の市営住宅と医療体制に�
ついて

３．�障がい者への公的支援の充実に�
ついて

　赤田議員は、今後の垂水区
のまちづくりのあり方につい
て質問しました。市営住宅に
ついて神戸市は、垂水区では
乙木谷第二・本多聞・東高丸
の３つの市営住宅の廃止・縮
減をしようとしています。現
在入居中の方々の転居先は簡
単に見つかるものではなく、
改築も含めて再検討し、住み

慣れた環境での従来通りの生
活を保障するべきと質しまし
た。また医療体制では、垂水
区の病床数が全国及び市内平
均値を下回っていることを指
摘し、「入院ができる産科・
小児科病床の確保を」という
区民の切実な願いを聞き、産
婦人科や小児科病床を確保で
きるよう対策を求めました。

　市営住宅
　小原副市長：築40年を超え
エレベーターもなく、過去の

平均応募倍率が0.3倍であ
り、今後現地で存続させるこ
とが難しいため廃止する。入
居者の意向を聞き丁寧に対応

したい。
　赤田議員：長年住み続けて
こられた方からは「できれば
転居したくない」「できるだ
け近くに」という声を聞いて
いる。転居斡旋先にはトーホ
ーストアが撤退し、買い物が
不便なところもある。転居費
用も十分とはいえず、実態を
踏まえているとは到底思えな
い。エレベーター付きに建て
替え、住民の願いに応えるこ
とが魅力的なまちにつながる。
　医療体制
　小原副市長：ご指摘の通
り、垂水区は10万人あたりの
一般病床数が最も少ない。産
科・小児科病床を持つ病院が
なく、公募で神戸徳洲会病院
を事業者として決定した。現

在産科は９床を確保してい
る。新病院では14床を計画し
ている。
　赤田議員：14床では少な
い。かつては入院できる病院
は複数あった。どこで暮らし
ていても、いざというときに
入院できるような体制をつく
るべき。垂水区の医療体制が
遅れているという認識がある
のに整備をする計画がないよ
うに思う。改めるべきだ。
　小原副市長：垂水区内では、
中核病院の誘致を推進してき
た。垂水区の立地では周辺の
区での受け入れは可能だ。
　赤田議員：入院できる産科
・小児科病床の確保は区民の
切実な願いだ。神戸市として
手だてを打つべきだ。

安心安心してして長く住み続けたい長く住み続けたい
垂水区民垂水区民のの願い聞いたまちづくり願い聞いたまちづくりをを
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法令に根拠法令に根拠ははない‼ 憲法13条ない‼ 憲法13条にに違反する違反する
自衛隊自衛隊へのへの個人情報個人情報のの提供やめよ！提供やめよ！

答弁答弁ダイジェストダイジェスト

答弁答弁ダイジェストダイジェスト


